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OPINIONS

本年１月20日に東京大学の浜田純一学

長が、今後、秋入学に全面移行す

る構想を正式に表明し、旧帝大や有名私立大学

が同調する意向を示している。アメリカをはじ

めとして海外の多くの大学が秋入学を採用して

おり、これが global standardとなっている。

日本も海外の大学と同じ秋入学制を導入するこ

とで、わが国から海外へ、また海外からわが国

の大学への留学が容易になると予想される。現

在、韓国・中国・インドといったアジア諸国で

は海外留学する学生が増加の一途をたどる中、

日本だけが海外へ留学する学生が半減する状況

になっている。若者が比較的変化を好まず安定

志向・内向きになってきているといわれている

が、まさしく海外留学生の経年的な減少にも見

て取れる。確かに、ITが発達し、インターネ

ットを利用すれば即座に世界中の情報を入手で

きるため、わざわざ海外に出ていく必要もない

と考える若者も多いようである。しかし、20代

で留学した小生の経験から、“百聞は一見にし

かず”で、どんなにわかっているつもりでも、

異なる歴史・文化・教育・人生観・価値観を有

する他民族・社会の中でさまざまな経験をしな

ければわからないことも多々ある。現在、東大

でも留学生が著減し、グローバル化に逆行しガ

ラパゴス化する状況にあることは嘆かわしい。

一方、大学の教育・研究環境をより充実させ、わが国の教育レベ

ルを上げるためには（現在、世界大学ランキン

グで東大は30位と年々低下している）、海外の

優秀な学生や教員の確保は必要不可欠であり、

そのためにもグローバルに通用するシステムへ

の変更が必要である。秋入学にすることで、海

外からの留学生を増やすことができるだけでな

く、日本から海外の大学への留学生を増加させ

ることも容易になる。一方で、小・中・高校の

卒業は春であり、大学入試はこれまで通りに春

に実施されるとすると、入学までの約半年間の

自由な時間ができる。この期間をどのように有

意義に使うかを十分検討しておかなければなら

ない。受験勉強に明け暮れ、社会に目を向ける

ことなく直接大学に入学するより、受験が終わ

ってからの半年間にボランティア活動や何らか

の社会活動を通じて社会性を身につけるととも

に、コミュニケーションスキルを磨き、日本の

現状・世界の現状を把握し問題意識をもって大

学生活に進むことは大学での学習意欲を高める

ためにも有意義ではないか？ また、秋に卒業
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となると、一般企業の新入社員は春採用のた

め、卒業から入社まで半年間をどのように過ご

すかも重要な課題となる。特に、医学部の場

合、現行の国家試験は２月であるため、この点

もどのようにするのか新たな制度設計が必要で

ある。

これから、少子高齢化社会がますます進むわが

国において、若年労働者が不足することが予想

され、一層、門戸を開き海外からの労働者を確

保することにわが国としての活路を見いだす必

要がある。大学が秋入学・秋卒業となること

で、企業が新入社員を秋に採用する制度が進む

ことになれば、海外からの若年労働者を雇用す

る機会も増え、企業の国際競争力を維持するこ

とに貢献できると考える。

日本が今後さらなる発展を遂げるため

には、日本独自の事情に固執する

ことなく、グローバルスタンダードを積極的に

取り入れて、海外との人事交流を図ることが重

要である。そのためにも、大学秋入学はぜひと

も積極的に推進すべきであると考える。
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